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2. 平成24年度シンポジウム開催報告
2.1 第10回シンポジウム
「中小企業の経営力創成と経営者教育J
日時 2012年 7月 14日(土)13: 00受付開始
会場:東洋大学白山キャンパス 2号館 16階スカイホール
【センター長挨拶】
小椋康宏氏(センター長、東洋大学経営学部教授)
【研究報告l
論題 i中小企業の組織的特徴」
報告者:加藤茂夫氏(客員研究員、専修大学経営学部教授)
司会者:中村久人氏(研究員、東洋大学経営学部教授)
【パネルディスカッション】
論 題 i中小企業の経営力創成と経営者教育」
パネリスト:幸田浩文氏
(フ。ロジェクト・サブリーダ一、東洋大学経営学部教授)
パネリスト:小罵正稔氏(研究員、東洋大学経営学部教授)
パネリスト:加藤茂夫氏(客員研究員、専修大学経営学部教授)
コーディネーター:小椋康宏氏
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[特別講演】
論 題 Iものづくりで日本を元気にする金型企業
超円高下で海外販路拡大を目指す経営戦略-J
講演者:大場治氏(株式会社狭山金型製作所代表取締役社長)
司会者:河野大機氏
(フoロジェクト・サブリーダ一、東洋大学経営学部教授)
研究報告:I中小企業の組織的特徴J
報告者.加藤茂夫氏(客員研究員、専修大学経営学部教授)
まず、中小企業の組織的特徴について把握するために、長年行ってきた
実態調査を取り上げた。生産形態に関しては企画、研究開発、生産、販売
まで一貫して行う企業が大半を占め、逆に(取引業者の)下請け加工品の生
産・販売を掲げている企業は少数であることが明らかになった。企業の成
長要因に関しては、「他社にはまねできない技術を保有していることJを
掲げている企業が大半であった。組織形態においては、「職能別部門組織J
が最も多く、組織改編の方向性では「人間関係(モラール・アッフ。)Jが重
要とされ、次いで「目標・責任体制の明確化」、「全社的統制力の強化J、「経
営資源配分」、「戦略部門の強イ七」の順となった。
経営者のプロフィール等に関しては、男性が 97.5%と圧倒的に多く、平
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均年齢は 54.2歳、最終学歴は4年制大学が 65.2%と最も多かった。また、
社長の在籍年数は平均 12.33年で、社長の就任経路については、同族事業
承継が 60.9%と最も多かった。社長の出身分野に関しては、 「技術出身」
50%、次いで「営業出身J34.1%の順であった。
中小企業の組織的優位性に関しては、「小回り性」、「顧客との密着Jを
掲げている企業が最も多く、将来の組織デザインとしては、 「株式公開を
目指す」企業と「現状規模を維持、収益基盤を確立する」企業にほぼ大別
され、規模の拡大を目指す企業と適正規模の維持に努める企業が並存する
実態が窺えた。
同氏は「ベンチャースピリット」、「企業規模」、「ビジョン・使命・思い
を成就させる実現力」の 3軸から、従来のピラミ ッド型(トップダウン型)
組織からバルーン型組織・ソーシヤルベンチャーへの移行を提唱された。
[パネルディスカッション]
論題:r中小企業の経営力創成と経営者教育」
パネリスト:幸田浩文氏
(文責:小椋康宏)
(フ。ロジェクト・サブリーダ一、東洋大学経営学部教授)
パネリスト:小鳥正稔氏(研究員、東洋大学経営学部教授)
パネリスト:加藤茂夫氏(客員研究員、専修大学経営学部教授)
コーディネーター ・小椋康宏氏
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幸田研究員からは、 「中小企業の経営力創成と経営者教育」というテー
マで報告がなされた。中小企業の経営者育成においては MOTの育成が重
要となり、企業のコア ・コンピタンス(技術力)を競争力のある事業に結び
つけ、競争優位を確立することが求められる。そのためには、技術を基盤
とした新たな事業を創造し、革新的 ・創造的 ・戦略的な企業 ・技術戦略を
立案できる能力を習得させることになる。中小企業の MOT教育者は、企
業の従業員全員が対象となる。
次に中小企業経営者の事業承継問題として、後継者の続柄を「息子・娘」
にしている経営者が圧倒的多数を占め、後継者を決定する要因としては
「経営能力の優秀さ」を挙げている現状に関して説明された。
また、 中小企業における後継者育成の特徴として、他社の業務経験、外
部研修機関の活用例についても紹介された。最後に中小企業においては、
いわゆる日本的雇用慣行(終身雇用、年功制 OJT)を地道に継続してきた結
果が成功に結び付けていることを主張された。
小鳥研究員からは、まず中小企業の経営力に関する説明として、経営力
は経営機能力(企業力と経営者力)と訳され、 トップマネジメントは i(組織
の)リーダーJ、i(企業の)代表者」、 i(企業の)設計者」の役割を担っている。
また、イノベーションと経営者の関連に関しては、企業の規模が小さいほ
ど、企業の代表者が研究開発(主に基礎研究)を担っているケースが多く、
中小企業経営者は、企業力と経営者力の両方の機能を備えているといえる。
しかしながら、経営者育成の段階においては、技術の承継を組織的に行
うことができれば、経営の承継に注力すればよく、そのためには経営者た
り得るかを判断する力と後天的に後継者を育成することが重要であると
述べた。
そのうえで、中小企業の後継者育成に関して、特にファミリービジネス
を事例に(1.事業前段階、 2.導入期、 3.機能的導入期、 4.職務ステージ、 5.
上級職務ステージ、 6.名目上の後継者、 7.実質的後継者)具体的な事業承継
プロセスの提言を行った。
加藤客員研究員からは、既述の報告に加えて、 企業の業績は一様ではな
く、経営者の力量も時にさまざまである。 トップ。マネジメン トが上手くい
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かない場合は、組織全体でサポートする仕組みづくりが求められる。また
後継者育成においては、実際に経営に携わってから学ぶことの方が多い。
特に①ビジョンを示す、②アイディアが豊富生まれる、③結論が出せるこ
との重要性について述べた。
コメンテーターの小椋研究員からは、中小企業経営者の機能および育成
方法に関して問題提起がなされ、各討論者からは人間力、胆力、リーダー
シップ、高い志、柔軟力、見極める力が重要であるとの意見が出された。
(文責:小椋康宏)
特別講演 「ものづくりで日本を元気にする金型企業
一超円高下で海外販路拡大を目指す経営戦略一」
講演者:大場治氏(株式会社狭山金型製作所代表取締役社長)
金型メーカーの国内生産額は、 1991年の約 2兆円をピークに 2010年に
は約 1兆円と半減した。日本の金型メーカーは、自動車産業や電気産業を
はじめとする大企業の下請け的な色合いが強く、不況下においては設備投
資が減少することから、自立した経営が求められている。
株式会社狭山金型製作所では、医療・バイオ産業が急成長を遂げている
シンガポールに合弁会社を設立し、高付加価値製品を中心に新たな活路を
見出している。同社の戦略は、単に安価な人件費を求めるのではなく、あ
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くまで研究開発は日本に主軸を置き、海外は新たな案件や販売先としての
一拠点に過ぎないとし、新聞(産経新聞 2011年 10月 4日付)に意見広告を
出したりもしている。また日本の金型を世界に知らしめるべく、近隣の金
型メーカーと連携して iKANAGATA11Jとし、うプロジェクトチームを立
ち上げ、金型世界最大の見本市であるユーロモール等に共同出展している。
同社の経営方針は、 1誠実に行動する、 2.常に向上する、 3.付加価値を
生む、 4.社会に貢献する、をモットーに、さまざまな日本的経営を海外で
積極的に展開している好事例であった。
(文責:小椋康宏)
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